
インクルーシブな子ども広場とは ...

「誰もがお互いを理解し、安心して笑顔で自分らしく遊ぶことができる場所」であり、
「子どもの特性に応じた選択肢があることが必要」です。
　　　「整備にあたっては様々な配慮が必要」  です。

遊びの「種類」が選べる
①身体的遊び
すべる、揺れる、回る、登る、跳ねる・飛ぶ
などの様々な身体的動作を組み合わせた自由
遊び。
②精神・情緒的遊び
視覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚といった感覚から、
特に精神や情緒を刺激する自由遊び
③社会的遊び
利用者の交流によって生まれる集団遊びです。
障がいのあるなし関係なく、こども同士や、
子と保護者、保護者同士の交流なども。

遊びの「ゾーン」が選べる
〇ひとり遊びスペース

（①身体的遊び・②精神的遊び）
マイペースに遊べる、静かに過ごせる場所
〇交流遊びスペース

（①身体的遊び・③社会的遊び）
多様な子どもが一緒に遊べる。様々なタイプの遊
具を配置し、自然に人と人が触れ合える場所
〇自然遊びスペース

（①身体的遊び・②精神的遊び・③社会的遊び）
自然と触れ合い、自由な発想で子どもが遊べる感
覚遊びなどに集中して遊べる場所

「周辺施設」の整備
〇遊び場までのアクセス

（駐車場・位置）

〇周辺施設（トイレ・手洗
い等）の必要性

東平尾公園 (大谷広場 )ワークショップニュース

プログラム

開会挨拶
第１回 WS の振り返り
ご意見と対応方針
班ごとに意見交換
発表とまとめ
閉会挨拶

令和６年 1 月 1３日 ( 土 )   13：30 ～ 15：30

令和６年 1 月２８日 ( 日 )   13：30 ～ 15：00
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　令和６年 1 月 1３日 ( 土 ) に第２回ワークショップを行いました。
　当日は肌寒い天候にも関わらず３０名近くの参加者にお集まりいただきました。第１回ワークショップで出し
ていただいたご意見や児童発達支援センターこだま様からいただいたご意見をもとに、福岡市や事業者によって
検討された対応方針についての説明があり、その対応方針について班ごとの意見交換が行われました。

vol.02
第２回「計画案のブラッシュアップ！」

プログラム

開会挨拶
第２回 WS の振り返り
ご意見と対応方針
班ごとに質問・回答
全体で質問・回答
今後について
閉会挨拶
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　令和６年 1 月２８日 ( 日 ) に第３回ワークショップを行いました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが３０名近くの参加者にお集まりいただきました。ワークショップの最終回と
して、第１回・第２回で意見交換した内容とその対応方針について班ごとに質問・回答などの話し合いが行われ
た他、特に共有しておきたいことについては全体で発表していただきました。

第３回「計画案のまとめ」

　福岡市では、東平尾公園の大谷広場を対象に、「誰もがお互いを理解し、安心して笑顔で自分らしく遊ぶこと
ができる場所」である「インクルーシブな子ども広場」としてのリニューアルを計画しています。リニューアル
に際して市民のみなさまのご意見を広く取り入れるため、ワークショップを開催しました。 
　昨年末に開催した第１回に引き続き、第２回・第３回とも多くの参加者にお集まりいただきました。このワー
クショップニュースでは、全３回のワークショップのうち、第２回・第３回の内容や、そこでいただいたご意見
についてまとめています。

参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。
おかげさまで全３回のワークショップが終了しました。
今後はワークショップでいただいたご意見を参考に、地域の代表
者と相談しながらリニューアル計画の検討を進めていきます。

●問合せ先

MAIL：Park-PFI.HUPB @city.fukuoka.lg.jp
T E L ：092－707－2654（土・日・祝を除く　9:00 ～ 18:00） 
担 当 ：福岡市住宅都市局公園部 Park-PFI 推進課  野田・山ノ平

ワークショップの流れ 
終了

第１回
「計画案について現地で
意見交換」
令和５年12月16日(土)
13：30 ～ 15：30
席田会館・現地

（福岡市博多区東平尾 2-20-1）

第 2 回
「計画案のブラッシュ
アップ！」
令和 6 年１月 13 日 ( 土 )
13：30 ～ 15：30　
席田会館
　　

第 3 回
「計画案のまとめ」

令和 6 年１月 28 日 ( 日 )
13：30 ～ 15：00
席田会館　

済 終了 済 終了

済



ワークショップにおけるご意見と対応方針

事業全体

展望台の現状

じゃぶじゃぶ池の現状

草スキーの現状

遊具の現状 芝生広場の現状 桜の現状

管理運営 施設整備 駐車場 皆様からいただいたご意見を参考に、「誰も
がお互いを理解し、安心して笑顔で自分らし
く遊ぶことができる場所」としてリニューア
ルを進めていきます。

※紙面の都合上、ここに挙げられていないもの以外にも多くのご意見をいただきました。
これらについても今後、地域の代表者と相談しながら計画を進めていきます。

第 2 回・第 3 回

意見：どのような利用者を想定
しているのか教えてほしい。
対応方針：誰もが利用しやすい
公園を目指します。

意見：渋滞対策をしっかりと
おこなってほしい。
対応方針：関係機関と連携
して対策を行います。

意見：車いすやベビーカーで
遊具に近寄って利用できる
ようにしてほしい。
対応方針：遊具の間隔に
ゆとりを持たせます。

意見：桜を植えてほしい。
危険な樹木を整理してほしい。
対応方針：桜の見所づくりや
樹木の整理をしていきます。

意見：ペットの利用について
ルールを決めたほうがいい。
対応方針：今後、ルールを
決めていきます。

意見：定期的に園内の
見回りをしてほしい。
対応方針：管理人による
見回りを行います。 意見：草スキー場に誰でも

アクセスできるようにしてほしい。
対応方針：アクセスルートの
確保を行います。

意見：芝生は水はけや
維持管理に気を付けてほしい。
対応方針：管理運営で対策を
とりながら進めていきます。

意見：誰もが休憩しやすい
ようにしてほしい。
対応方針：木陰やベンチを
設置します。

意見：じゃぶじゃぶ池を
安全に利用できるように
してほしい。
対応方針：誰でも安全に
利用できるようにします。

意見：展望台は丈夫な素材で
リニューアルしてほしい。
対応方針：耐久性が高い素材
を使用します。

意見：防犯対策や安全対策に
配慮してほしい。
対応方針：防犯カメラを設置
するなど安全対策を行います。

意見：車両後方から車いす昇降機等
で乗り降りする可能性もあるため、
大きめの駐車区画を確保してほしい。
対応方針：スペースを確保します。


